
聖心女子大学・文学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３１

挑戦的萌芽研究

2017～2015

気候変動と教育に関する学際的研究：適応と緩和のためのESD教材開発と教員研修

An Interdisciplinary Study on Climate Change and Education: Development of ESD 
Learning Materials and Teacher Training

２０２８０５１３研究者番号：

永田　佳之（Nagata, Yoshiyuki）

研究期間：

１５Ｋ１３２３９

平成 年 月 日現在３０   ６ １９

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：ユネスコが主導機関として推進した「国連ESD（持続可能な開発のための教育）の10
年（2005-2014）」の課題でもある「持続可能な未来への価値観・行動・ライフスタイルの変容のための学習」
は気候変動教育もしくは気候変動学習の領域でも必要とされている。特に教材及び授業実践、教員研修において
は根本的な見直しが求められる。このような意識の元に、新たな教材（アニメーション）を開発し、それを活用
した授業を分析し、「不確実性の時代」に求められる教員研修・養成のあり方を提示し、さらに組織全体で気候
変動教育を進める「ホール・インスティテューション・アプローチ」の重要性を最終報告書で主張した。

研究成果の概要（英文）：The UN Decade of Education for Sustainable Development (2005-2014) stressed 
the importance of learning to transforming one's values, behaviour and lifestyles towards a 
sustainable future. In the area of Climate Change Education (CCE) or Climate Change Learning (CCL) 
that transformative learning is crucially important. Therefore one needs to transform learning 
materials as well as lessons and teacher training for CCE and CCL. With this challenge at the core 
of the study, the research team developed animated films on climate change and analysed lessons with
 the newly developed animated film, and then investigated new approaches to teacher training. 
Further, in the  final report of the study, it adovocated the importance of whole institution 
approach. 

研究分野： 持続可能な開発のための教育（ESD）
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１．研究開始当初の背景 
 

気候変動は第一級の国連会議や政府間会
合で主要テーマになるほどに国際社会では
重視されてきた。近年では IPCC（気候変動
に関する政府間パネル）の第１次〜第５次の
報告書をはじめ、国連環境計画（UNEP）や
世界気象機関（WMO）等に委託された科学
者らによっても重要な研究成果が定期的に
共有されるようになった。自然科学的な根拠
および人為的な温室効果ガス排出量、人為起
源の CO2排出量などをもとに、気候変動の影
響や適応及び緩和に関する論文や報告書は
数多く共有されてきた。 

教育分野では、これらの研究成果をもと
にした教材開発や教育研修事業が欧米を中
心に発展してきた。しかし、今後も急速な経
済成長が見込まれるアジア地域では、本格的
な研究成果を基盤とした気候変動関連の教
材開発や教員養成は発展途上であると言わ
ざるを得ない。 

確かにユネスコが生物多様性や防災（災
害リスク削減）と共に ESD（持続可能な開発
のための教育）の下位概念として気候変動を
位置づけたものの、アジアのユネスコ加盟国
でも事業開発を試みてはいるが、その大半は
ESD が標榜する「価値観・行動・ライフスタ
イルの変容」を達成できずに、断片的な試み
に終始しているのが現状である。 

気候変動については、特に気候変動枠組み
条約（UNFCCC）の成立後、その第６条な
どにより国際的には教育の役割の重要性が
指摘されてきたにもかかわらず、多くの課題
を抱えてきたと言える。おしなべて気候変動
の知識や技能は習得されたとしても、若者ら
が価値観を変えて行動を起こしたりするこ
とは希少であった。従来の学校教育の枠組み
の中で旧来の知識伝達型の教材も少なくな
いという指摘もなされてきた。また、それを
活用する教員研修も旧態依然たる手法で行
われることが少なくなかった。このように気
候変動という地球規模課題を解決するには
教育の在り方からの再考が求められている
のが現況である。 

 
２．研究の目的 
 

気候変動教育は、地球温暖化を引き起こし
てきたと言われる大量生産・大量消費（廃棄）
の背景にある価値観を生み出してきた近代
の教育そのものの問い直しを迫る性質でな
くてはならない。 

気候変動は全人類に不可逆的かつ甚大な
影響をもたらし得る喫緊の課題であり、国連
や各国政府等によって政策面や技術面での
対策がなされてきた。一方、上記に指摘した
とおり、教育界での対応は知識の伝達に留ま
る傾向にあり、十分な対応がなされてきたと
は言い難い。確かに元米国副大統領のアル・
ゴア著『不都合な真実』がベストセラーとな

った時に地球温暖化が衆目を集めたことも
あったが、学校での取組みの大半は一過性か
つ断片的であったと言わざるを得ない。 

上記の「研究開始当初の背景」に記した課
題を意識して、本研究では、不確実性の時代
と言われる現代において教育をレジリエン
トな社会を構築する基盤として捉え、気候変
動に関する「適応」や「緩和」の鍵概念を意
識した「深まりをもたらす教材」を創り、さ
らにデジタル教材を活用した気候変動教育
（Climate Change Education）もしくは気
候変動学習（Climate Change Learning）の
教育実践を吟味し、その有効性や課題につい
て検証する。 

ビデオは初等教育段階の低学年の子ども
たちにも親しみやすい内容とし、しかも国連
等にも提出できるように、各国でも普及する
内容（例えば、話し言葉や書き言葉を用いな
いワードレスなアニメーション）にすること
を目指して作成された。 
 
３．研究の方法 
 

第一に、ユネスコや国連環境計画等の国連
組織が連綿と築いてきた気候変動教育に関
連する文献をリビューした。第二に、国際機
関や民間組織の作成した既存のビデオを鑑
賞し、その特徴を分析した。第三に、上記の
価値変容をもたらすにはいかなる特徴をも
ったビデオ作品が求められるのかについて、
研究者および実践者、アーティストで検討し
た。第四に、検討の結果、価値変容に必要で
あると思われる「不確実性の時代」に求めら
れる教材の特徴を ESD（持続可能な開発のた
めの教育）の知見を活用しながら吟味した。
第五に、実際にビデオを制作した。第六に、
ビデオをもとに学校や大学、民間のフリース
クール等でビデオを用いた実践を開き、その
分析も行った。第七に、新たなコンセプトに
基づいたビデオ及びそのための教員研修の
あり方について検討した。 

上記の中でも主要な調査活動は次の３つ
のフェーズに大別でき、各々の目的のもとに
活動が展開された。第１フェーズ：文献研究
及び国内外での教材収集・分析、ユネスコ本
部等の海外の研究機関等での聞き取り調査、
アニメーションの手法や内容等に関する専
門家による討議。第２フェーズ：教材コンテ
ンツの批判的検討、研究協力者（アニメーシ
ョン制作者等）の選定と制作、アニメーショ
ンを活用した授業等の実践の展開、第３フェ
ーズ：ホームページでの情報の公開及び感想
等の収集、同教材の活用に向けたワークショ
ップ等の開催及び実際の現場での継続的な
活用、第１作目のアニメーションの反響を踏
まえた第２作目のアニメーションの作成お
よび現場でのその活用。 

 
４．研究成果 
 



第一に、気候変動のメカニズムのみならず、
実際の対応、すなわち「適応と緩和」につい
て国内外の実践を調べ、ビデオ作品の制作過
程で活かすことができた。第二に、文献リビ
ューをまとめ、国連人間環境会議（1972 年）
から気候変動枠組み条約第 21 回締約国会議
（2015 年）に至るまで気候変動教育及び訓
練・啓発に関する国際的な潮流をまとめ、報
告書に記載できた。第三に、既存のビデオ分
析の結果、一般の人々に価値変容をもたらす
ような作品には「余白」が不可欠であり、問
いを大切にするような授業実践が重要であ
ることがわかった。第四に、「国連 ESD の 10
年」で培われてきた知見（例えば、「価値変
容や行動変容、ライフスタイルの変容をもた
らすための学習のあり方」や「自己変容と社
会変容のための学び」や「組織全体的の取り
組み（ホール・インスティテューション・ア
プローチ）等」が教材作成や授業実践で役立
つということがわかった。第五に、価値変容
をもたらすことを狙った作品とそれを用い
たシームレスな学びは効率性や合理性を前
提とする授業や実践にはそぐわないことが
わかった。第六に、気候変動教育は参加型の
学びや問題解決型の学習、良質な問いを中心
に据えた学びの方法と符合することがわか
った。第七に、ESD の特徴を生かした教材は
授業及び教員研修レベルでの変容も同時に
必要であることがわかった。第八に、ESD で
強調されてきたホールインスティテューシ
ョン・アプローチが特に学校教育で必要とさ
れており、下記のユネスコ発の理論で描かれ
ている「ホールスクール・アプローチ」の普
及が不可欠であることがわかった。 
 

出典）UNESCO. Getting Climate-Ready: 
A Guide for Schools and Climate Action. p.3. 
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